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紙面記載の画面は

Windows7＋Office2013 
 

操作環境によっては表示

が異なる場合があります 
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まなびかんニュース パソコン道場  

平成30年（2018年）8月号       まなびかんニュース       

（１６） 

■『まなびかんニュース』の主な配布場所：まなびかん(生涯学習センター)･市役所･行政センターやコミュニティセンターなどの 

   公共施設をはじめ市内のJR・京急各駅、主な郵便局や金融機関、医療関係機関などに置いてあります。 

■ 配送事情・施設の都合などにより、1日に配架できない場合があります。 

左の赤枠の図に注目。セルB2はピザ･和菓子･ケーキの3種類が選択できるリ

ストだ。そして隣のセルC2は下図のように「B2で選ばれた項目によって、

選択できる項目が連動して変化するリスト」だ。活用できる場面も多いテ

クニックなので、ぜひやってみよう。思わずワオ！と声をだしたくなるぞ♪ 

茶帯級 思わずワオ！と言いたくなる連動リスト  Excel 

まずは参照するリストの元となる一覧を作成する。

Sheet1を開いて以下のように入力しよう。 

セルA2:A6を選択し名前ボックスに｢ピザ」と入力。 

セルB2:B7を選択し名前ボックスに｢和菓子」と入力。 

セルC2:C6を選択し名前ボックスに｢ケーキ」と入力。 

設定準備として、Sheet2 を開いて以下のように入力。 

Sheet2のセルB2を選択し、メニューの[データ]→

[データの入力規則]→データの入力規則ダイアログで、 

セルA2:A6を 

選択して、 そのままSheet2のセルC2を選択し、同じく[データの

入力規則]→[設定]タブ→[入力値の種類]を[リスト]、 

ここが 

[設定]タブ→[入力値の種類]

を[リスト]、[元の値]で文字間

を半角英数の”,”（カンマ）で

区切り、[ピザ,和菓子,ケーキ]

と入力しOK。 

元の値には以下の関数を入力。 
 

=INDIRECT(B2) 
 

→OKで閉じる。これで終了。 

セルB2のリストを選んでセルC2

のリスト項目が変化したのを確認

しよう♪ さぁできたかな？ 

名前ボックス 

名前ボックスに

ピザと入力。 

ピザが選べる 和菓子が選べる ケーキが選べる 

※セル範囲に名前

をつけたワケだ。 

Sheet2 


